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コネクテッドモビリティデータレイク
公開日: 2023 年 1 月 1 日 (図の履歴)

このアーキテクチャにより、接続されたモビリティデータ製品を作成し、サーバーレスデータメッ
シュアーキテクチャでデータアクセスを民主化できます。

コネクテッドモビリティデータレイクの図

1. ネットワークプロバイダーを介して車両データを に取り込みますAWS IoT Core。Direct Connect
および Amazon Kinesis Data Streams を介してファクトリデータを取り込みます。カスタマーリ
レーションシップ管理 (CRM) データベースを Amazon Simple Storage Service (Amazon S3) と 
で同期しますAWS DataSync。

2. ルールAWS IoT Coreに基づいて からメッセージを転送しAWS Lambda、 を使用してメッセージ
を処理し、Amazon DynamoDB と Amazon S3 に取り込みます。DynamoDB は、属性とさまざま
な車両ステータスストレージに使用されます。

3. raw データを Amazon S3 に保存します。

コネクテッドモビリティデータレイクの図 1

https://docs.aws.amazon.com/streams/latest/dev/building-producers.html
https://aws.amazon.com/blogs/storage/synchronizing-your-data-to-amazon-s3-using-aws-datasync/
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4. Amazon S3 イベントはAWS Lambdaデータ処理を開始し、データ準備のためのAWS Fargateバッ
チジョブを開始します。

5. 製品として表示するデータセットを Amazon S3 バケットに保存します。データプロデューサー
は、データの品質と形式を担当します。

6. プロデューサーアカウントのクローラジョブを使用して AWS Lake Formation Data Catalog AWS 
Glue エンティティを作成します。データカタログは、中央のデータガバナンスアカウントにレプ
リケートされ、データを検出できるようにします。

7. ソースで変更されたときに、中央 Data Catalog でスキーマの変更とアクセス許可のデータ変換 
(変更、削除、更新) を管理するロールをデータプロデューサーに付与します。プロデューサーア
カウントからスキーマの自動変更を伝達します。

8. データコンシューマーのリクエストと、データを表示してアクセス可能にする必要性に応じて、
データ所有者は一元化されたアカウントのAWS Lake Formationアクセス許可をコンシューマー
アカウントに付与します。これらのアクセス許可は、データ分類、コストセンター、環境などの
コントロールを通じてアクセスを管理するために使用できる、直接エンティティ共有またはタグ
ベースのアクセスコントロールに基づいています。

9. コールセンターアプリケーションは、さまざまなアカウントのさまざまなソースのデータにアク
セスして、顧客を支援できます。

10.元の機器メーカー (OEM) 部門またはそのパートナーは、利用可能なデータを確認し、新し
いユースケースを作成するためのアクセスをリクエストします。データクエリは、Amazon 
Athena、Amazon SageMaker AI Data Wrangler、または Amazon Redshift Spectrum を使用して
行われます。

11.OEMsは、Amazon API Gateway を使用してエンドユーザーアプリケーションと企業にデータへ
のアクセスを許可し、APIs を収益化できます。

詳細情報

詳細については、「」を参照してください。

• AWS アーキテクチャアイコン

• AWS アーキテクチャセンター

• AWS Well-Architected

詳細情報 2

https://aws.amazon.com/premiumsupport/knowledge-center/glue-data-catalog-cross-account-access/
https://aws.amazon.com/premiumsupport/knowledge-center/glue-data-catalog-cross-account-access/
https://docs.aws.amazon.com/lake-formation/latest/dg/viewing-shared-resources.html
https://d1.awsstatic.com/architecture-diagrams/ArchitectureDiagrams/automotive-call-center-ra.pdf
https://aws.amazon.com/blogs/awsmarketplace/monetize-your-custom-http-apis-via-aws-data-exchange/
https://aws.amazon.com/architecture/icons
https://aws.amazon.com/architecture
https://aws.amazon.com/architecture/well-architected
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図の履歴

このリファレンスアーキテクチャ図の更新について通知を受け取るには、RSS フィードにサブスク
ライブします。

変更 説明 日付

初版発行 リファレンスアーキテクチャ
図が最初に公開されました。

2023 年 1 月 11 日

Note

RSS 更新をサブスクライブするには、使用しているブラウザで RSS プラグインが有効に
なっている必要があります。
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翻訳は機械翻訳により提供されています。提供された翻訳内容と英語版の間で齟齬、不一致または矛
盾がある場合、英語版が優先します。
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